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本論は急激な社会的変化の中で、中国西南地域の貴州省黔東南雷山家の苗族の刺繍

をめぐり、繍を糸・紋様・技法・色彩など細かい観点から分析しはじめ、手工製・機

械製の比較の中で製作の時間に注目し、さらに、現地の人々の視点を重視し、刺繍の

作り手である女性だけでなく、親族、近隣、観光客、男性、研究者などの多様なアク

ターとの関係から刺繍の価値及び位置づけを究明し、刺繍・人間・社会がどのように

繋がっているのかについて探究したものである。

本論では時間軸を設定し、1950年代以降（聞き取り調査できる範囲）の時代背景の

変遷により、刺繍そのもの、及び刺繍に関わる人間・社会の変容を見ていき、苗族社

会を事例として刺繍文化及び社会組織に関する研究を行い、それを学術成果として公

開することで、急激な開発政策下にある手工芸文化の変容過程を描き出すことにある。

さらに、社会変容の中に苗族の人はいかにモノである刺繍をとおして文化資本と社会

関係資本を確認しているのかを明らかにする。

本論は序章と終章を除いて合計5章からなる。それぞれの章の内容については以下

のようにまとめる。

第1章では、刺繍の素材である糸に注目し、機械製作の刺繍品と手工製作の刺繍品

を比較する中で、糸の切り目と結び目、刺繍糸の揃っている程度、刺繍糸の色彩構成

などが異なっていることを示した。そして、手工製作の刺繍品は対称的に見える紋様

の中に一部だけ非対称な所があり、一部だけ刺繍品全体の色使いのルールを異にする

部分があるというような特徴があることを明らかにした。このような特徴は刺繍製作

過程における刺繍糸の手持ちの残量、また針に通している糸の残りの長さによって生

じ、人間が糸を操り刺繍を作るが、逆に糸も人間の意識や行動に影響を与え、刺繍紋

様の色彩構成を変更させるという状況を明らかにした。刺繍製作は、刺繍糸と刺繍製

作者の間の共同作業であり（たとえば糸の状況により紋様の色が変わり、市販の糸の

種類と展示方法が刺繍の色彩構成に影響を与える）、いずれもが主体となり客体とな

り得る相互作用の中で作品が作られることを示した。

第2章では、刺繍技法の伝承に着目し、現在苗族刺繍の技法は母娘伝承、同時代の

女性による伝承、刺繍教室による伝承の3つの伝承方式があることを明らかにした。

これまでの先行研究では母娘伝承が強く主張されたために、一緒に刺繍をする「小群

体」で行われるような同時代女性による伝承・継承が見落とされてきた。女性のライ



フステージの変化に伴い、その女性が刺繍伝承および刺繍継承において果たしている

役割が変わるため、刺繍技法の伝承・継承という意味において、母娘の共有する時間

は限られているためであり、婚出後における同時代女性間でなされる交流の方が技法

の習得という意味ではより重要であることを示した。従来重視されてきた母から娘へ

と伝承されることを肯定した上で、母娘伝承を同時代に生活している女性（母系に属

する親族、姉妹、女性の友人、同じ地域に居住する女性など）による伝承の一部であ

ることを再配置した。

第3章では、ジェンダーの観点から、苗族の刺繍する女性はもちろん、刺繍をしな

い男性が刺繍とどのような関係を持っているかを明らかにした。これまで苗族の刺繍

についての多くの研究によって、刺繍が女性によって育まれてきた文化であることは

定説であった。1990年代の出稼ぎブームや、道路の建設、観光化などにより、若い年

齢層が村を出て、農業用の畑や水田が減少し、苗族の村の生業形態が変わり、生活様

式も変化した。このような時代背景において、刺繍における主役は女性であることに

変わりはないが、潜在化していた男性と刺繍との関係が顕在化するようになってきた。

男性と刺繍との関係について、刺繍の完成前（製作過程）と完成後（販売、使用）

に分けて整理した。刺繍の完成までに、すなわち刺繍の製作過程において男性が刺繍

の紋様を描き、男性が家事や農作業をして女性の刺繍時間を確保し、女性が刺繍をす

ることに男性が反対しないといった消極的な支持している。また完成後の刺繍と男性

の関係については、刺繍をどのように使用するのかという面から、すなわち、製作者

本人（女性）の使用、次世代への相続用、販売用という3つの面から論じた。次世代

へ相続用の刺繍品に関する検討では調査データが不足であるが、宋Hや李WFなどの

事例で本来母娘の間でしか行われてこなかった晴れ着であるウーベイ・コーテェイの

譲渡において、息子を介しての「未来の嫁」への譲渡が可能であることが確認された。

特に刺繍品が商品化したことにより、販売や提供されるサービスに付加価値をつけ

るため、男性が時間、煩労、努力をとわず、シャドーワークをしている。しかし、こ

れは公表されず、男性も収入を得ていない。この点から考えれば、男性が刺繍の経済

において、ある程度「不可視」化されていることを示した。

第4章では、これまで衣装が民族識別や民族アイデンティティを表すと位置づけら

れてきたが、本論では刺繍をつけている民族衣装の位置づけを結婚式で衣装を展示す

る場から再考した。まずは、西江苗族女性の日常的着用するウーゲンと非日常的に着

用するウーベイ・コーテェイを紹介し、衣装の製作者、着用の場、製作方式などにつ

いて述べた。次に、結婚式における衣装の果たす役割について、衣装が新婦にとって

自身を装飾するだけなく、新婦の社会関係資本を展示し、新婦が刺繍製作出来るか否

かによって、嫁ぎ先の女性に認めてもらい、刺繍製作する「小群体」に入る重要な媒



介物でもあることを示した。最後に、1950年代前の女性は結婚式の後に坐家という衣

装製作の期間があったが、1960年代、1970年代の社会的動乱期と経済的な環境によ

り坐家をしなくなり、さらに1980年代以降は学校教育の影響で坐家が復活できなか

ったことを事例を通して明らかにした。

まとめて言えば、1980年代以前は刺繍をとおして苗族女性の文化資本と社会関係資

本を確認していたが、1980年代以降学校教育や出稼ぎの影響で刺繍技術の習得者が激

減し、刺繍で文化資本を確認することができなくなる一方、技術所有者が技術の持た

ない娘のためにウーベイ・コーテェイとウーゲンを手工製作することになり、刺繍を

通して苗族女性の社会関係資本を確認することが重要視されるようになった。

第5章では、観光化により急激な社会変化に直面している苗族社会の刺繍品販売を

事例に、刺繍品をめぐる2つの交換の在り方、そして先行研究では触れられていない

現代の苗族社会における刺繍が市場経済の衝撃の中において果たしている役割につ

いて明らかにした。刺繍品販売店を経営している苗族女性を事例に、現地の人に向け

ては刺繍品の贈与交換をしていることが、外部の人である観光客に向けては刺繍品の

取引交換をしているという明確な違いを明らかにした。すなわち、本章では苗族女性

が刺繍品の交換において、対内（贈与・無償貸与）と対外（取引）によって異なる態

度をとっており、さらに対内的な交換においては親疎関係によって交換する範囲が異

なることを示した。

本研究は刺繍が物質として活躍し、社会関係を構築・再構築する媒介であることに

ついて論じた。このような社会関係の構築・再構築は変動しつつある社会と分離する

ことはできない。社会の変容に伴い、刺繍の製作、用途、価値なども変化している。

すなわち、刺繍のあり方は社会の変容に適応するものであることを明らかにした。

本論では苗族社会における刺繍と人間の双方向的な視点に立ち、モノ（刺繍）とヒ

ト（苗族社会の人間・苗族社会以外の人間）の相互関係を検討した。刺繍を製作する

素材である刺繍糸の特性により、刺繍の色彩構成が変わる。また、苗族社会において、

糸の繰り返しにより作り上げた刺繍以上に時間がかかるものがないため、西江苗族社

会の刺繍する女性にとって刺繍は時間を表すモノである。というのは刺繍を手工製作

するには多大な時間が必要である。1980年代以前刺繍技術者である苗族女性は時間を

かけて刺繍を製作することで文化資本と社会関係資本を確認していたが、その後、社

会環境や経済的環境の変化で、刺繍技術者が激減し、刺繍が文化資本としての役割が

弱化することに対して、技術革新や市場経済の中で既製の刺繍品が販売されるような

状況においても時間をかけて刺繍を製作してくれる人がいるという社会関係資本を

示す役割が重要視されるようになった。すなわち、苗族女性は手工製作の刺繍の技法

と紋様よりも刺繍にかかった時間を優先に考えるのは、糸の繰り返しにより縫い付け



た刺繍が多大な時間をかかるという物質性があり、文化資本として刺繍が衰退するよ

うな状況において、本論ではモノとしての刺繍は時間を示せるという物質性から、社

会関係資本を確認できることを示した。






